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特別シンポジウム進行
•■プログラム 

• 13:30～13:40　開会挨拶 

• 13:40～14:30　鷲山氏基調講演 

• 14:30~14:45    休憩 

• 14:45～15:45　パネルディスカッション 

• 15:45~16:15    質疑応答 

• 16:15～16:30　講評　閉会挨拶 



基調講演　鷲山龍太郎　
•北綱島小学校長、太尾小学校長、
長津田小学校長を歴任 

• 　地域・保護者・職員と連携して、
学校を拠点とした地域防災と防災
教育を推進。 

• 防災士　 

• 平成３０年退任後、学校・地域防
災支援活動等に取り組む 

• ホームページ 
未来防災　mirai-bousai.net

http://mirai-bousai.net


1. 災害の教訓に学び、学校と地域は何をすべきか？ 

2. 子どもたちと地域のための学校地域連携 

3. 学校経営方針への位置付けと学校運営協議会 

4. 未来の災害を克服する、学校を拠点とした地域社会に 

基調講演　 
未来の災害を克服する、学校を拠点としたまちづくり

防災士　　鷲山龍太郎



本日の提案（仮説）
地域＋学校＝防災改革 

学校の強みをツールとして 
まちづくりと防災力アップ

（地域＋学校＋行政)×学区防災計画 
＝ 地域防災革命 

学区のすべての人、機関、行政が連携の 
共通理解（学区防災計画)を確立すれば、 
災害を克服できる地域社会が創出できる



1 災害の教訓に学び、学校と地域は何をすべきか？



防災（ぼうさい）の日の話

石巻市立大川小学校にて

津波 

石巻市立大川小学校跡







死者の声を聴く

大川小学校跡慰霊碑

児童職員の他に、多数の住民の名が…



「大川小学校の悲劇」に学ぶ 
学校・地域・行政の関係は？
• そこで，C1校長は，同 支所職員に対し，堤防から津波が漏れた
り越したりしてくるような ことはないのかと尋ねたところ，同支
所職員は，津波は堤防を越さ ないんですと答えた。そこで，校長
は更に，どうしてですかと 同支所職員に尋ねたところ，同支所職
員は，計算上津波は越してこ ないことになっていると答えた。 

• また，C1校長，D教頭及びE教務主任の話合いの中で，万一大川
小に津波が来た場合の第三次避難場所をどうするかが話題に上っ 
た。そのときは校舎の二階に逃げるか裏山に逃げるかという話が
出 たが，結局，第三次避難場所をどこにするかの結論は出なかっ
た 
（仙台高等裁判所判決主文）



住民の津波認識
•本件地震発生後，大川小の校 庭から裏山に上ることを打診したD教頭に対し，釡
谷地区の区長(自 治会長)であるHが，「ここまで来ないから大丈夫。」等と述べて
裏 山に登ることに反対し，同人も本件 津波の犠牲となった 

• 釡谷地区の住民の多くが，本件津波が襲来 する直前まで交流会館に避難して本件
津波の犠牲となった 

• 釡谷 地区の地域住民の多くが本件地震発生前の時点で有していた津波に対 する認
識の内容と程度は，釡谷地区は海から離れていて本件津波ハザ ードマップでも津
波が来ないことになっていることから，まさか津波 が襲来するとは思っていな
かったというものであったことが推認され る。  

• しかし，そうであったからといって，C1校長等の津波に対する認 識の内容と程度
が，釡谷地区の平均的な地域住民のそれと同様のレベ ルで足りるということがで
きないことは上記のとおりである。 



「大川小学校の悲劇」 
から得るべき教訓は？

•釡谷地区の区長に対し，「山に上がらせて くれ。」と
言って裏山に三次避難することを打診した。しかし，区
長から は，「ここまで来るはずがないから大丈夫」，
「三角地帯に行こう。」と の発言があり，裏山に避難す
ることを反対されたため，D教頭は，児童を 裏山に三次
避難させることを諦め，次善の策として，大川小の校庭
よりも 高台にある三角地帯への三次避難を決断した 。 
　　　　　（仙台高等裁判所判決主文 P131）



校長は地域の避難行動を調整する義務がある？

（校長は）上記義務を遺 漏なく履行するため
に，危機管理マニュアルを作成する過程にお
いて， 釡谷地区には津波は来ないという釡谷
地区の住民の認識が根拠を欠くも のであるこ
とを伝え，説得し，その認識を改めさせた上
で，在籍児童の 避難行動と釡谷地区住民の避
難行動が整合的なものとなるよう調整を図 る
べき義務があったというべきである。

児童帰宅後の被災は？責任は誰に？



じしんに　あうのは　どこ
で？

　　　１年３６５日 　学校に行く日　２０５日　　　　学校に 
いる時間

小学校六年生の場合

家と地域での身の守り方を教えなくては、防災教育をしたことにならない。

児童帰宅後の被災は？責任は誰に？



教育基本法における 
学校、家庭及び地域住民連携
（学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力） 

第十三条　 

学校、家庭及び地域住民その他の関係者は、教育
におけるそれぞれの役割と責任を自覚するととも
に、相互の連携及び協力に努めるものとする。



防災教育を受けてきた釡石市立釡石東中学校の生徒たちは地震発
生後直ちに高台へ避難を開始。この様子を見ていた釡石市立鵜住
居小学校の教職員は避難を開始した。 

中学生らが更に高い所への避難を提案し、小中学生らは海抜約
30mの介護施設へ避難した。 

津波の遡上高は20mに達し小中学校と福祉施設は水没したもの
の、児童生徒は全員が助かった。

釡石の奇跡



釡石の悲劇
• 鵜住居地区防災センターは低地にあり避難場所ではなかっ
た。


• 津波避難訓練参加率の向上のため、防災センターに避難する
訓練を実施。避難場所であるという誤解が広がった。


• 震災当日約150人超が逃げ込んだ。 
生存者はわずか28人、建物内から63人の遺体が見つかった。

「津波からの避難所」と 
「避難生活の場所」の混同 
地域の災害への共通理解は？



「広域避難場所」と「地域防災拠点」の区別を教える

地域防災拠点 
家に住めなくなった人の一時的収容施設 
救出・救護・初期消活動の拠点 
物資や情報が集まる拠点

いっとき避難場所 
近隣住民と安否確認 
救出・救護・消火の拠点 
避難誘導の拠点（鷲山説）

広域避難場所 
火災の熱や煙から 
一時的に、身を守るための空間

在宅被災生活 
家の耐震性があり、火災から免れ、 
備蓄があれば、自宅で生活。



仙台市立荒浜小学校 
と地域・行政の対応 荒浜小学校は、海岸から約700m内陸

に 位置し、震災当時は91人の児童が
通っていた。  
2011年3月11日に発生した東日本大
震災において、児童や教 職員、住民ら
320人が避難し、2階まで津波が押し
寄せた。  
児童は欠席していた１名が死亡。保護
者を含む家族を失った児童は１１名。 

２０１３年８月 
東北大学　佐藤健先生のご案内



荒浜小学校の対応

• 同小学校は仙台平野の海沿い５００mにあり、高台の避難
場所への避難は難しい。特に高齢者などが遠い避難場所
へ避難行動をとるのは非現実的と考え、荒浜小学校を津波
時の避難場所と決めた。



荒浜小学校　チリ地震への対応で住民が 
考えたこと

１　高齢者は言っとい避難場所である荒浜小学校に避難するの
がやっとである。 

２　正式な避難場所である七郷小学校は４キロの地点にあり、
移動は困難である。 

３　高齢者、特に足の悪い者にとって、３、４階に上がるのは
大変である。 

４　学校前の市道は、渋滞を起こし、スムーズに通行できない
状態であった。 



特筆すべきは、住民の要望を小学校と行政が受け止め、次の対策を実行 

○ 荒浜小学校を正式な避難場所に引き上げ、津波の際は「籠城作戦」
を確定。 

○ 災害備蓄を１．５倍に増やし、８００人の住民が最低三日間生活で
きる量を確保 

○ 体育館は津波による水没が予測されるため、毛布、扇風機など備蓄
を三階に移動。 

○ 被災当日は、避難所支援の研修をした学校職員が活躍した。 

参考文献：　田端健人「学校を災害が襲うとき」



地域社会の災害への脆弱性 
（足らなかったもの）

• 災害リスクへの共通理解　 

• 老若男女への避難など初期対応への共通理解 

• 地域・学校・保護者・行政の協議による計画決定 

• 役割分担と行動計画の明確化

地域社会でこれらを実現できたら？

災害を克服できる地域社会の実現では？

＝　地域防災革命



２　子どもたちと地域のための学校地域連携 
　　　　地域＋学校＝防災改革

学校の強みをツールに、災害に強いまちづくりを進める



地域・学校・保護者・子どもの連携

地域防災
拠点

保護者 学校

訓練に参加するのは高齢者中心

これ以上負担増は…不安だが、土日は休み

子どもを守る！

学校を拠点に地域防災における三すくみを解消できる



地域防災における公立学校の強み

• 地域防災の拠点となる校地と施設 

• 学校運営協議会、スクールゾーン対策協議会など地域・学校保
護者連携のベースがある。 

• 児童・保護者に防災教育をできる可能性 
　（１０年、２０年経てば…） 

• 使命感のある優秀な職員集団 

• PTA・「おやじの会」など保護者パワーを活かせる



 学校が行う「防災」とは？（基本的な理解）
学校安全の構造と学校防災

文部科学省「生きる力」を育む防災教育の展開　より





3 学校の地域防災拠点運営委員会との連携 


　地域防災拠点に指定されている学校長は、避難所運
営の方法、役割分担、負傷者の応 急救護体制、学校再
開準備などについて、当該地域防災拠点運営委員会に
協力するとと もに、平常時から震災発生時には避難場
所となる事態に備えます。

　また、教職員は、地 域防災拠点訓練マニュアルを活
用した拠点開設・運営訓練等に参加するなど、災害時
に 迅速かつ具体的に行動できるように準備します。


横浜市防災計画（第9章 学校における安全対策の推進）






長津田小学校１月地域防災訓練



三校で地域・保護者・職員と共に考えて 
できた取り組み今も発展していること

北綱島小学校 防災教育における学校・地域・PTA連携（学校運営協議会による） 

火災などの災害リスクへの学区一斉の連携対応 

小学校防災教育のカリキュラム・マネジメント 

各地区の防災リーダーを中心とした「円陣」
太尾小学校 学区防災マニュアル確立と全戸（８０００部）配布 

自治会未加入マンションの地域防災への取り込み 

防災を核とした地域社会の再構築実現 

児童・保護者が参加しての各自治会一斉初期対応訓練 

学校職員の防災リーダーを中心とした防災拠点支援体制確立 

PTA・おやじの会の地域防災訓練への参加 

長津田小学校 職員と地域防災拠点の連携 

職員が自ら考える職員防災力の向上 

学区自治会が「地区防災計画」立案に取り組む「円陣」



３　学校経営としての 
地域連携と防災



　学校経営方針への位置付けと学校運営協議会



学校運営協議会
学校運営　　　　

中期学校経営方針

予　算　
教育課程

地域連携のあり方

学校運営協議会

有
識
者

P
T
A

関
係
機
関

地
域
代
表

学
校
職
員

スクールゾーン
対策協議会 
（通学安全） 安全教育

安全対策 
委員会？

参画



学期制 人

䠖

担当 教務

北⥘島島特別支援学校䞉日吉台中学校

児❺䞉生徒数

䠕年㛫䛷⫱䛶䜛
子䛹䜒像

⮬校䛾
具体的取⤌

䝤䝻䝑䜽内小中学校䠕年㛫䛾㐃⥆性䛾䛒䜛教⫱䛾推㐍
䡚生活及䜃学⩦指導䛾䝇䝍䞁䝎䞊䝗䛾共有䛻䜘䜛䚸一㈏性䛾䛒䜛児❺生徒䛾⫱成䜢目指䛧䛶䡚

低学年䛷生活䛸学⩦䛾基礎基本䜢㌟䛻䛴䛡䚸中学年䛷個性䛾伸㛗䛸㞟団䛸䛧䛶䛾基礎基本䜢㌟䛻䛴䛡䚸㧗学年䛷䛭䜜䜢
㧗䜑䜛䛺䛹䚸中学校生活䛻䛴䛺䛜䜛⫱成㐣⛬䜢ぢ㏻䛧䛶教⫱䛩䜛䚹

日吉台中 䝤䝻䝑䜽

䞉㔜点䚸学年䚸䝯䞁䝍䞊研✲会䜔研修会䛺䛹䜢㏻䛧
䛶䚸児❺ほ䚸学⩦ほ䚸ホ価ほ䛺䛹䜢共有䛧合䛔䚸
指導力䛾向上䜢図䜛䚹
䞉主幹教ㅍ䜢柱䛻䛧䛯⤌⧊㐠営䜢㻼㻰㻯㻭䝃䜲䜽䝹
䛷改善䛧䛺䛜䜙䚸効果的䞉効率的䛺㐠営䜢⾜䛖䚹

4 主䛺㛵係校䠖

学校䛾特Ⰽ

学区䛾䛂北⥘島䛃䛿古䛟䛛䜙䛾旧地名䛷䛒䜚䚸⥘島台北㒊䛾⪔作地帯䛾低地䛷䛒䛳䛯䛜䚸東京䜈䛾地䛾利䛛䜙䚸戦後住宅
地䛸䛧䛶急㏿䛻発展䛧䚸人口䛜増大䚹昭和䠑䠏年䛻本校䛿㛤校䛧䛯䚹以来䚸地域䚸保ㆤ⪅䛾理ゎ䛸協力䜢受䛡䛶発展䛧䛶䛝
䛯䚹平成䠎䠍年度䛛䜙䛿䚸学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䜢一層㔜ど䛧䚸学校㐠営協㆟会䜢タ⨨䛧䛶䛔䜛䚹平成䠎䠏年度䛛䜙䛿䚸
㟈災䛾反省䛛䜙䚸㜵災教⫱䛻取⤌䜏䚸学校䚸家庭䚸地域䛷㐃携䛩䜛㜵災䛾取⤌䜏䛻力䜢入䜜䛶䛔䜛䚹生活科䚸䛂横浜䛾時
㛫䛃䜢中心䛸䛧䛯㜵災教⫱䛻䜒㔜点的䛻取䜚⤌䜣䛷䛚䜚䚸実㊶䜢㐍䜑䛶䛔䜛䚹䜎䛯䚸学力向上䛾䛯䜑䛻䛿䚸基礎基本䛾力䜢
㌟䛻付䛡䜛学⩦䛸共䛻問㢟ゎ決的学⩦䜒㔜せ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䚸単元㛤発䜔授業改善䜢推䛧㐍䜑䛶䚸成果䜢上䛢䛴䛴䛒䜛䚹䛥
䜙䛻䚸本校䛻㞄接䛧䛶䛔䜛北⥘島特別支援学校䛸䛾交流䛻䜘䜛䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢基䛻䛧䛯教⫱䜒✚極的䛻㐍䜑䛶䛔䜛䚹

学䚷校䚷⤒䚷営䚷中䚷期䚷取䚷⤌䚷目䚷標
学校教⫱目標䜢実現䛩䜛䛯䜑䛻䚸活力䛸㨩力䛻䛒䜅䜜䛯学校䛵䛟䜚䜢目指䛧䜎䛩䚹
䞉各教科䛷䛾基礎基本䛾力䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛸䛸䜒䛻䚸㇏䛛䛺体㦂䜔䚸⮬䜙問㢟意㆑䜢䜒䛳䛶取䜚⤌䜐学⩦䜢展㛤䛧䚸思⪃力䚸判断力䚸⾲現力䛺䛹䜢
⫱䛶䜛䛯䜑䛾教⫱活動䜢推㐍䛧䜎䛩䚹
䞉䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢培䛔䚸⮬他䛾人権䜢守䜛力䜢⫱䛶䜛䛯䜑䛾人権教⫱䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹
䞉学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䛾䜒䛸䛻䚸災害䜢中心䛸䛧䛯様䚻䛺危㝤䛛䜙㌟䜢守䜛㜵災教⫱䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹
䞉学校㐠営協㆟会䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸学校䚸家庭䚸地域䛷䛾共㏻理ゎ䜢図䜚䚸地域䛻㛤䛛䜜䛯学校䛵䛟䜚䜢推㐍䛧䜎䛩䚹
䞉小中一㈏教⫱推㐍䝤䝻䝑䜽䛷䛾取⤌䜢推㐍䛧䚸一㈏性䛾䛒䜛児❺䛾⫱成䜢推㐍䛧䜎䛩䚹

小䚷中䚷一䚷㈏䚷教䚷⫱䚷䛾䚷取䚷⤌

人材⫱成䞉
⤌⧊㐠営

䞉新学⩦指導せ㡿䛻㛵䛩䜛情報共有䚸校内研修会䛾㛤催䜢✚極的䛻⾜䛖䚹
䞉主幹教ㅍ䜢個別⣭䜢含䜑䛯低中㧗䝤䝻䝑䜽䛾指導助ゝ⪅䛸䛧䛶位䛵䛡䚸様䚻䛺ㄢ㢟䛾早期発ぢ䚸ゎ決䜈䛾⤌
⧊力䜢㧗䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝯䞁䝍䞊䝏䞊䝮䜈䛾指導助ゝ䜒✚極的䛻⾜䛔䚸人材⫱成䛻䛒䛯䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉䠐䠌周年事業䜢推㐍䛩䜛中䛷䚸全教⫋員䛾⤌⧊力䜔企画䞉㐠営力䜢㧗䜑䛶䛔䛟䚹

䞉䛂先生䚸䛒䛾䛽䝍䜲䝮䛃䜔䛔䛨䜑ㄪ査䜰䞁䜿䞊䝖䛷䚸䛔䛨䜑䛾㜵止䚸早期発ぢ䚸早期ゎ決䛻䛴䛺䛢䜛䚹
䞉䛔䛨䜑䛾定⩏䛾理ゎ䜔未然㜵止䛾研修䜢ィ画的䛻⾜䛔䚸全教⫋員䛜共㏻ㄆ㆑䜢䜒䛶䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉䛂北⥘島小学校䛔䛨䜑㜵止基本方㔪䛃䜢学校ㄝ明会䜔学校㐠営協㆟会➼䛷周知䛧䚸保ㆤ⪅䛿䝟䞊䝖䝘䞊䛸䛔䛖
基本ㄆ㆑䛻❧䛱䚸保ㆤ⪅䚸地域䚸他機㛵䛸㐃携䛧䛶䛔䛟䚹

䞉児❺支援専任䛸䛾㐃⤡䜢密䛻䛧䚸問㢟䜢抱䛘䜛児❺䛾支援䛾流䜜䜢䜘䜚明確䛻䛧䛶䚸䝏䞊䝮䛸䛧䛶䛾対応力䜢
強化䛩䜛䚹
䞉個別䛾教⫱支援ィ画䜢活用䛧䚸校内䛰䛡䛷䛺䛟保ㆤ⪅䜔㛵係機㛵䛸㐃携䛧䚸的確䛺教⫱的支援䜢⾜䛖䚹
䞉打䛱合䜟䛫䜔⫋員会㆟䛷䛾児❺指導報告䜢⥅⥆䛧䚸即時性䜢䜒䛳䛶全教⫋員䛷児❺理ゎ䛸㎿㏿䛺支援䜢⾜
䛖䚹

䞉学校⥲合㜵災カ⦎䛷䛿䚸放㏦䛜使䛘䛺䛔想定䛷保ㆤ⪅䜒一⥴䛻カ⦎䛻取䜚⤌䜏䚸䛭䛾後䛾㑊㞴カ⦎䜔万䛜
一䛾場合䛻生䛛䛫䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉⦪割䜚活動時㛫䚸朝会䛾時㛫➼䚸更䛻新䛧䛔想定䛷㑊㞴カ⦎䜢⾜䛖䚹
䞉䛂䛝䛯䛴䛺安全㜵災䝥䝷䞁一ぴ䛃䜢国ㄒ䜢切䜚口䛻ぢ直䛧䚸䛹䛾学年䜒㈨㉁䞉⬟力䜢⫱䜐学⩦䜢展㛤䛩䜛䚹

䞉地域䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢更䛻深䜑䜙䜜䜛䜘䛖䛻䚸学⩦䛾中䛷䜅䜜䛒䛖場㠃䜢意図的䚸ィ画的䛻取䜚入䜜䜛䛣䛸䜢⥅⥆
䛩䜛䚹
䞉創❧䠐䠌周年䛾グ念事業䛻䚸児❺䚸地域䚸保ㆤ⪅䚸教⫋員䛜㐃携䛧䛶取䜚⤌䜐䚹
䞉北⥘䜋䛳䛣䜚䝃䝫䞊䝍䞊䛾方䚻䜢朝会時䛻⤂介䛧䛯䜚䚸活動䜢学校便䜚䛻意㆑的䛻取䜚上䛢䛯䜚䛧䚸児❺䜔保
ㆤ⪅䛾ㄆ㆑度䜢㧗䜑䚸䜘䜚一層㐃携䜢㐍䜑䜛䚹

䞉実情䛻応䛨䛶䛂䛝䛯䛴䛺䝝䞁䝗䝤䝑䜽䛃䛾ぢ直䛧䜢⾜䛔䚸共㏻理ゎ䜢䜒䛳䛶指導䛻役❧䛶䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉全校䜔学年䚸䜽䝷䝇䛷䛾㞟会䚸㐠動委員会䛾企画䛺䛹䜢㏻䛧䛶㐠動䛻ぶ䛧䜏䛺䛜䜙䚸友㐩䛸䛾交流䜢深䜑䜙䜜
䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉握力䛾向上䜢図䜛䛯䜑䛻䚸固定施タ㐟䜃䛾推奨䚸䝝䞁䝗䜾䝸䝑䝥䛾活用䛺䛹䛾他䚸日常生活䜒意㆑䛧䚸様䚻䛺
㐠動䛜䛷䛝䜛機会䜢䛴䛟䜛䚹

䞉㐨徳䛷䛿䚸昨年度ぢ直䛧䛯年㛫指導ィ画䜢䜒䛸䛻䚸教科書䜢使用䛧䛶授業䜢充実䛥䛫䚸㐨徳的価値䜢十分䛻味
䜟䛘䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉低学年䛛䜙䚸㡢楽専科䛜䛔䜝䛔䜝䛺場㠃䛷㛵䜟䜛䛣䛸䜔䚸全校䛷䛂今月䛾歌䛃䜔㡢楽朝会䛻取䜚⤌䜐䛣䛸䜢⥅⥆
䛧䚸⾲現䜢楽䛧䜏心㇏䛛䛻生活䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉特別支援学校䛸䛾交流䜢深䜑䜛䛯䜑䛻䚸䝭䝙㞟会活動䛻招待䛩䜛➼䚸日常活動䜢生䛛䛧䛯新䛧䛔取䜚⤌䜏䜢探
䜛䚹

䞉各教科➼䛻䛚䛔䛶䚸䛂ヰ䛧方⣔⤫⾲䛃䛂ゝⴥ䛾䛯䛛䜙⟽䛃➼䜢活用䛧䛯対ヰ䜔ヰ合䛔䚸ㄝ明䜔ゎㄝ➼䛾ゝㄒ活動
䜢位⨨䛵䛡䚸思⪃力䚸判断力䚸⾲現力䛾⫱成䜢図䜛䚹
䞉㔜点研✲䜢核䛻䚸各教科➼䛻䛚䛡䜛䠡䠯䠠䛾実現䛻向䛡䛶䚸䜘䜚一層㇏䛛䛺体㦂䜔人䛸䛾䛛䛛䜟䜚䜢㔜ど䛧䛯
学⩦䜢⾜䛖䚹
䞉䝟䝋䝁䞁䝹䞊䝮䜢整備䛩䜛䛣䛸䛷䚸児❺䛜㻵㻯㼀䜢活用䛧䛶䜘䜚主体的䛷探✲的䛺学⩦䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹

取䚷⤌䚷目䚷標 具䚷体䚷的䚷取䚷⤌
䞉学⩦環境䜢整䛘䚸学⩦⩦慣䜢㌟䛻䛴䛡䚸各教科
䛷䛾基礎基本䛜㌟䛻付䛟䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉体㦂的䛺学⩦䜔䛂横浜䛾時㛫䛃䛾展㛤䛻䜘䜚䚸問
㢟ゎ決力䜢㧗䜑䜛䚹
䞉多様䛺学⩦䛻䛚䛔䛶䚸学校司書䛸㐃携䛧䚸情報
活用⬟力䜢㧗䜑䜛䚹

䞉䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢基䛻䛧䛶䚸㐨徳䛾時㛫䛷深䛟
⪃䛘䛯䜚䚸友䛰䛱䚸年少⪅䛺䛹䛸交流䜢䛧䛯䜚䛧
䛶䚸㐨徳的判断力䛸実㊶力䜢⫱䛶䜛䚹
䞉㡢楽䛺䛹䛾情操教⫱䚸⮬然䛸䛾ゐ䜜合䛔䚸人䛸
䛾交流䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸感性㇏䛛䛺心䜢⫱䜐䚹
䞉㇏䛛䛺心䛾⫱成䛸䛸䜒䛻䚸特別支援学校㞄接校
䛺䜙䛷䛿䛾㞀害理ゎ教⫱䜢推㐍䛩䜛䚹

䞉㣗⫱䜔健康䛻㛵䛩䜛取⤌䜢㏻䛧䛶健康䛸安全䜈
䛾正䛧䛔理ゎ䜔健康的䛺生活䜈䛾実㊶力䜢⫱䛶
䜛䚹
䞉様䚻䛺機会䜢㏻䛧䛶外䛷䛾㐟䜃䜢励⾜䛧䚸体⫱
的⾜事䜔特別活動䛸䛾㛵㐃䛷㐠動䛻ぶ䛧䜏䚸体
力䛾向上䜢図䜛䚹
䞉学校㐠営協㆟会䜢㏻䛧䛶䚸地域䚸家庭䛸䛾㐃携
䜢強化䛧䚸共䛻㜵災教⫱䜔地域䛾教⫱力䜢活用
䛧䛯学⩦活動䜢充実䛥䛫䚸地域䛻㛤䛛䜜䛯学校
䛵䛟䜚䜢推㐍䛩䜛䚹

䞉在校時㛫帯䛾災害䛻㐺切䛺対応䛜䛷䛝䜛体制
作䜚䛸䚸カ⦎䛾㉁䛾向上䜢図䜛䚹
䞉学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䛾䜒䛸䚸䛂䛝䛯䛴䛺㜵災
䝥䝷䞁䛃䜢㻼㻰㻯㻭䝃䜲䜽䝹䛷ぢ直䛧䚸様䚻䛺危㝤䛛
䜙㌟䜢守䜛㜵災教⫱䛾充実䜢図䜛䚹

䠞䠖体力䞉健康䞉環境

㇏䛛䛺心

学⣭数一⯡⣭䠖

䞉様䚻䛺ㄢ㢟䛾䛒䜛子䛻対䛧䛶䚸医療䚸他機㛵䛸
䜒㐃携䛧䛶㎿㏿的確䛻支援体制䜢構⠏䛧䚸㻼㻰㻯㻭
䝃䜲䜽䝹䛷䚸䜘䜚䜘䛔支援体制䜢整備䛩䜛䚹

䞉児❺㛫䛾問㢟䜢ゎ決䛧䛶䛔䛟力䜢⫱
䛶䚸人権意㆑䛾向上䛸䛔䛨䜑㜵止䜢着
実䛻図䜛䚹

担当 䖚特別支援

担当 䚷㻮䠖児❺指導䞉情報
䞉䜻䝱䝸䜰

学期

健䜔䛛䛺体

担当
㻮䠖人権䞉福祉䞉

交流

㔜点取⤌分㔝

担当

䛔䛨䜑䜈䛾
対応

特別支援
教⫱

㻭䠖学力向上䞉
児❺ホ価

地域㐃携

安全㜵災
教⫱

担当 䖚地域㐃携

担当 䠝䠖安全
䖚䝥䝻䝆䜵䜽䝖

担当

19 個別支援⣭䠖

確䛛䛺学力

日吉台中学校䞉日吉台小学校䞉日吉南小学校䞉矢上小学校䞉北⥘島小学校

横浜市❧ 北⥘島小学校 平成㻟㻜年度版 中期学校⤒営方㔪 䠄平成㻞㻤䡚㻟㻜年度䠅

6602

学䚷校䚷概䚷せ

創❧ 40 周年学校㛗 昆䚷䛧䛾䜆 副校㛗 ⢖㣤原䚷桂子

学䚷校䚷教䚷⫱䚷目䚷標
心䜢䛒䜟䛫䚷䛒䛛䜛䛟䛾䜃䜛䚷北⥘䛾子
䞉⮬䜙問㢟䜢発ぢ䛧䚸ゎ決䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄知䠅
䞉⮬分䜒友㐩䜒大切䛻䛧䚸思䛔䜔䜚䛾䛒䜛心䜢䜒䛴子䜢⫱䛶䜎䛩䠄徳䠅
䞉心䛸㌟体䜢䛝䛯䛘䚸安全䜈䛾知㆑䛸態度䜢㌟䛻䛴䛡䚸⮬分䜔人䛾生命䛸㌟体䜢大切䛻䛩䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄体䠅
䞉北⥘島䛾䜎䛱䛻学䜃䚸䜎䛱䛻生䛝䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄公䠅
䞉様䚻䛺社会䛾変化䛻対応䛧䚸未来䜢䜂䜙䛟子䜢⫱䛶䜎䛩䠄㛤䠅

中期学校経営方針 

横浜市立学校共通 
フォーマット 

A4一枚で 
学校の方針と 

具体的取り組みを明記



学校経営の中の「地域連携と防
災」中期学校経営方針

知 
学力向上

徳 
豊かな心

体 
健やかな体

いじめ防止対策



学期制 人

䠖

担当 教務

北⥘島島特別支援学校䞉日吉台中学校

児❺䞉生徒数

䠕年㛫䛷⫱䛶䜛
子䛹䜒像

⮬校䛾
具体的取⤌

䝤䝻䝑䜽内小中学校䠕年㛫䛾㐃⥆性䛾䛒䜛教⫱䛾推㐍
䡚生活及䜃学⩦指導䛾䝇䝍䞁䝎䞊䝗䛾共有䛻䜘䜛䚸一㈏性䛾䛒䜛児❺生徒䛾⫱成䜢目指䛧䛶䡚

低学年䛷生活䛸学⩦䛾基礎基本䜢㌟䛻䛴䛡䚸中学年䛷個性䛾伸㛗䛸㞟団䛸䛧䛶䛾基礎基本䜢㌟䛻䛴䛡䚸㧗学年䛷䛭䜜䜢
㧗䜑䜛䛺䛹䚸中学校生活䛻䛴䛺䛜䜛⫱成㐣⛬䜢ぢ㏻䛧䛶教⫱䛩䜛䚹

日吉台中 䝤䝻䝑䜽

䞉㔜点䚸学年䚸䝯䞁䝍䞊研✲会䜔研修会䛺䛹䜢㏻䛧
䛶䚸児❺ほ䚸学⩦ほ䚸ホ価ほ䛺䛹䜢共有䛧合䛔䚸
指導力䛾向上䜢図䜛䚹
䞉主幹教ㅍ䜢柱䛻䛧䛯⤌⧊㐠営䜢㻼㻰㻯㻭䝃䜲䜽䝹
䛷改善䛧䛺䛜䜙䚸効果的䞉効率的䛺㐠営䜢⾜䛖䚹

4 主䛺㛵係校䠖

学校䛾特Ⰽ

学区䛾䛂北⥘島䛃䛿古䛟䛛䜙䛾旧地名䛷䛒䜚䚸⥘島台北㒊䛾⪔作地帯䛾低地䛷䛒䛳䛯䛜䚸東京䜈䛾地䛾利䛛䜙䚸戦後住宅
地䛸䛧䛶急㏿䛻発展䛧䚸人口䛜増大䚹昭和䠑䠏年䛻本校䛿㛤校䛧䛯䚹以来䚸地域䚸保ㆤ⪅䛾理ゎ䛸協力䜢受䛡䛶発展䛧䛶䛝
䛯䚹平成䠎䠍年度䛛䜙䛿䚸学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䜢一層㔜ど䛧䚸学校㐠営協㆟会䜢タ⨨䛧䛶䛔䜛䚹平成䠎䠏年度䛛䜙䛿䚸
㟈災䛾反省䛛䜙䚸㜵災教⫱䛻取⤌䜏䚸学校䚸家庭䚸地域䛷㐃携䛩䜛㜵災䛾取⤌䜏䛻力䜢入䜜䛶䛔䜛䚹生活科䚸䛂横浜䛾時
㛫䛃䜢中心䛸䛧䛯㜵災教⫱䛻䜒㔜点的䛻取䜚⤌䜣䛷䛚䜚䚸実㊶䜢㐍䜑䛶䛔䜛䚹䜎䛯䚸学力向上䛾䛯䜑䛻䛿䚸基礎基本䛾力䜢
㌟䛻付䛡䜛学⩦䛸共䛻問㢟ゎ決的学⩦䜒㔜せ䛷䛒䜛䛸⪃䛘䚸単元㛤発䜔授業改善䜢推䛧㐍䜑䛶䚸成果䜢上䛢䛴䛴䛒䜛䚹䛥
䜙䛻䚸本校䛻㞄接䛧䛶䛔䜛北⥘島特別支援学校䛸䛾交流䛻䜘䜛䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢基䛻䛧䛯教⫱䜒✚極的䛻㐍䜑䛶䛔䜛䚹

学䚷校䚷⤒䚷営䚷中䚷期䚷取䚷⤌䚷目䚷標
学校教⫱目標䜢実現䛩䜛䛯䜑䛻䚸活力䛸㨩力䛻䛒䜅䜜䛯学校䛵䛟䜚䜢目指䛧䜎䛩䚹
䞉各教科䛷䛾基礎基本䛾力䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛸䛸䜒䛻䚸㇏䛛䛺体㦂䜔䚸⮬䜙問㢟意㆑䜢䜒䛳䛶取䜚⤌䜐学⩦䜢展㛤䛧䚸思⪃力䚸判断力䚸⾲現力䛺䛹䜢
⫱䛶䜛䛯䜑䛾教⫱活動䜢推㐍䛧䜎䛩䚹
䞉䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢培䛔䚸⮬他䛾人権䜢守䜛力䜢⫱䛶䜛䛯䜑䛾人権教⫱䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹
䞉学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䛾䜒䛸䛻䚸災害䜢中心䛸䛧䛯様䚻䛺危㝤䛛䜙㌟䜢守䜛㜵災教⫱䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹
䞉学校㐠営協㆟会䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸学校䚸家庭䚸地域䛷䛾共㏻理ゎ䜢図䜚䚸地域䛻㛤䛛䜜䛯学校䛵䛟䜚䜢推㐍䛧䜎䛩䚹
䞉小中一㈏教⫱推㐍䝤䝻䝑䜽䛷䛾取⤌䜢推㐍䛧䚸一㈏性䛾䛒䜛児❺䛾⫱成䜢推㐍䛧䜎䛩䚹

小䚷中䚷一䚷㈏䚷教䚷⫱䚷䛾䚷取䚷⤌

人材⫱成䞉
⤌⧊㐠営

䞉新学⩦指導せ㡿䛻㛵䛩䜛情報共有䚸校内研修会䛾㛤催䜢✚極的䛻⾜䛖䚹
䞉主幹教ㅍ䜢個別⣭䜢含䜑䛯低中㧗䝤䝻䝑䜽䛾指導助ゝ⪅䛸䛧䛶位䛵䛡䚸様䚻䛺ㄢ㢟䛾早期発ぢ䚸ゎ決䜈䛾⤌
⧊力䜢㧗䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝯䞁䝍䞊䝏䞊䝮䜈䛾指導助ゝ䜒✚極的䛻⾜䛔䚸人材⫱成䛻䛒䛯䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉䠐䠌周年事業䜢推㐍䛩䜛中䛷䚸全教⫋員䛾⤌⧊力䜔企画䞉㐠営力䜢㧗䜑䛶䛔䛟䚹

䞉䛂先生䚸䛒䛾䛽䝍䜲䝮䛃䜔䛔䛨䜑ㄪ査䜰䞁䜿䞊䝖䛷䚸䛔䛨䜑䛾㜵止䚸早期発ぢ䚸早期ゎ決䛻䛴䛺䛢䜛䚹
䞉䛔䛨䜑䛾定⩏䛾理ゎ䜔未然㜵止䛾研修䜢ィ画的䛻⾜䛔䚸全教⫋員䛜共㏻ㄆ㆑䜢䜒䛶䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉䛂北⥘島小学校䛔䛨䜑㜵止基本方㔪䛃䜢学校ㄝ明会䜔学校㐠営協㆟会➼䛷周知䛧䚸保ㆤ⪅䛿䝟䞊䝖䝘䞊䛸䛔䛖
基本ㄆ㆑䛻❧䛱䚸保ㆤ⪅䚸地域䚸他機㛵䛸㐃携䛧䛶䛔䛟䚹

䞉児❺支援専任䛸䛾㐃⤡䜢密䛻䛧䚸問㢟䜢抱䛘䜛児❺䛾支援䛾流䜜䜢䜘䜚明確䛻䛧䛶䚸䝏䞊䝮䛸䛧䛶䛾対応力䜢
強化䛩䜛䚹
䞉個別䛾教⫱支援ィ画䜢活用䛧䚸校内䛰䛡䛷䛺䛟保ㆤ⪅䜔㛵係機㛵䛸㐃携䛧䚸的確䛺教⫱的支援䜢⾜䛖䚹
䞉打䛱合䜟䛫䜔⫋員会㆟䛷䛾児❺指導報告䜢⥅⥆䛧䚸即時性䜢䜒䛳䛶全教⫋員䛷児❺理ゎ䛸㎿㏿䛺支援䜢⾜
䛖䚹

䞉学校⥲合㜵災カ⦎䛷䛿䚸放㏦䛜使䛘䛺䛔想定䛷保ㆤ⪅䜒一⥴䛻カ⦎䛻取䜚⤌䜏䚸䛭䛾後䛾㑊㞴カ⦎䜔万䛜
一䛾場合䛻生䛛䛫䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉⦪割䜚活動時㛫䚸朝会䛾時㛫➼䚸更䛻新䛧䛔想定䛷㑊㞴カ⦎䜢⾜䛖䚹
䞉䛂䛝䛯䛴䛺安全㜵災䝥䝷䞁一ぴ䛃䜢国ㄒ䜢切䜚口䛻ぢ直䛧䚸䛹䛾学年䜒㈨㉁䞉⬟力䜢⫱䜐学⩦䜢展㛤䛩䜛䚹

䞉地域䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢更䛻深䜑䜙䜜䜛䜘䛖䛻䚸学⩦䛾中䛷䜅䜜䛒䛖場㠃䜢意図的䚸ィ画的䛻取䜚入䜜䜛䛣䛸䜢⥅⥆
䛩䜛䚹
䞉創❧䠐䠌周年䛾グ念事業䛻䚸児❺䚸地域䚸保ㆤ⪅䚸教⫋員䛜㐃携䛧䛶取䜚⤌䜐䚹
䞉北⥘䜋䛳䛣䜚䝃䝫䞊䝍䞊䛾方䚻䜢朝会時䛻⤂介䛧䛯䜚䚸活動䜢学校便䜚䛻意㆑的䛻取䜚上䛢䛯䜚䛧䚸児❺䜔保
ㆤ⪅䛾ㄆ㆑度䜢㧗䜑䚸䜘䜚一層㐃携䜢㐍䜑䜛䚹

䞉実情䛻応䛨䛶䛂䛝䛯䛴䛺䝝䞁䝗䝤䝑䜽䛃䛾ぢ直䛧䜢⾜䛔䚸共㏻理ゎ䜢䜒䛳䛶指導䛻役❧䛶䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉全校䜔学年䚸䜽䝷䝇䛷䛾㞟会䚸㐠動委員会䛾企画䛺䛹䜢㏻䛧䛶㐠動䛻ぶ䛧䜏䛺䛜䜙䚸友㐩䛸䛾交流䜢深䜑䜙䜜
䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉握力䛾向上䜢図䜛䛯䜑䛻䚸固定施タ㐟䜃䛾推奨䚸䝝䞁䝗䜾䝸䝑䝥䛾活用䛺䛹䛾他䚸日常生活䜒意㆑䛧䚸様䚻䛺
㐠動䛜䛷䛝䜛機会䜢䛴䛟䜛䚹

䞉㐨徳䛷䛿䚸昨年度ぢ直䛧䛯年㛫指導ィ画䜢䜒䛸䛻䚸教科書䜢使用䛧䛶授業䜢充実䛥䛫䚸㐨徳的価値䜢十分䛻味
䜟䛘䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉低学年䛛䜙䚸㡢楽専科䛜䛔䜝䛔䜝䛺場㠃䛷㛵䜟䜛䛣䛸䜔䚸全校䛷䛂今月䛾歌䛃䜔㡢楽朝会䛻取䜚⤌䜐䛣䛸䜢⥅⥆
䛧䚸⾲現䜢楽䛧䜏心㇏䛛䛻生活䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉特別支援学校䛸䛾交流䜢深䜑䜛䛯䜑䛻䚸䝭䝙㞟会活動䛻招待䛩䜛➼䚸日常活動䜢生䛛䛧䛯新䛧䛔取䜚⤌䜏䜢探
䜛䚹

䞉各教科➼䛻䛚䛔䛶䚸䛂ヰ䛧方⣔⤫⾲䛃䛂ゝⴥ䛾䛯䛛䜙⟽䛃➼䜢活用䛧䛯対ヰ䜔ヰ合䛔䚸ㄝ明䜔ゎㄝ➼䛾ゝㄒ活動
䜢位⨨䛵䛡䚸思⪃力䚸判断力䚸⾲現力䛾⫱成䜢図䜛䚹
䞉㔜点研✲䜢核䛻䚸各教科➼䛻䛚䛡䜛䠡䠯䠠䛾実現䛻向䛡䛶䚸䜘䜚一層㇏䛛䛺体㦂䜔人䛸䛾䛛䛛䜟䜚䜢㔜ど䛧䛯
学⩦䜢⾜䛖䚹
䞉䝟䝋䝁䞁䝹䞊䝮䜢整備䛩䜛䛣䛸䛷䚸児❺䛜㻵㻯㼀䜢活用䛧䛶䜘䜚主体的䛷探✲的䛺学⩦䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹

取䚷⤌䚷目䚷標 具䚷体䚷的䚷取䚷⤌
䞉学⩦環境䜢整䛘䚸学⩦⩦慣䜢㌟䛻䛴䛡䚸各教科
䛷䛾基礎基本䛜㌟䛻付䛟䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉体㦂的䛺学⩦䜔䛂横浜䛾時㛫䛃䛾展㛤䛻䜘䜚䚸問
㢟ゎ決力䜢㧗䜑䜛䚹
䞉多様䛺学⩦䛻䛚䛔䛶䚸学校司書䛸㐃携䛧䚸情報
活用⬟力䜢㧗䜑䜛䚹

䞉䛂思䛔䜔䜚䛾心䛃䜢基䛻䛧䛶䚸㐨徳䛾時㛫䛷深䛟
⪃䛘䛯䜚䚸友䛰䛱䚸年少⪅䛺䛹䛸交流䜢䛧䛯䜚䛧
䛶䚸㐨徳的判断力䛸実㊶力䜢⫱䛶䜛䚹
䞉㡢楽䛺䛹䛾情操教⫱䚸⮬然䛸䛾ゐ䜜合䛔䚸人䛸
䛾交流䛺䛹䜢㏻䛧䛶䚸感性㇏䛛䛺心䜢⫱䜐䚹
䞉㇏䛛䛺心䛾⫱成䛸䛸䜒䛻䚸特別支援学校㞄接校
䛺䜙䛷䛿䛾㞀害理ゎ教⫱䜢推㐍䛩䜛䚹

䞉㣗⫱䜔健康䛻㛵䛩䜛取⤌䜢㏻䛧䛶健康䛸安全䜈
䛾正䛧䛔理ゎ䜔健康的䛺生活䜈䛾実㊶力䜢⫱䛶
䜛䚹
䞉様䚻䛺機会䜢㏻䛧䛶外䛷䛾㐟䜃䜢励⾜䛧䚸体⫱
的⾜事䜔特別活動䛸䛾㛵㐃䛷㐠動䛻ぶ䛧䜏䚸体
力䛾向上䜢図䜛䚹
䞉学校㐠営協㆟会䜢㏻䛧䛶䚸地域䚸家庭䛸䛾㐃携
䜢強化䛧䚸共䛻㜵災教⫱䜔地域䛾教⫱力䜢活用
䛧䛯学⩦活動䜢充実䛥䛫䚸地域䛻㛤䛛䜜䛯学校
䛵䛟䜚䜢推㐍䛩䜛䚹

䞉在校時㛫帯䛾災害䛻㐺切䛺対応䛜䛷䛝䜛体制
作䜚䛸䚸カ⦎䛾㉁䛾向上䜢図䜛䚹
䞉学校䚸家庭䚸地域䛾㐃携䛾䜒䛸䚸䛂䛝䛯䛴䛺㜵災
䝥䝷䞁䛃䜢㻼㻰㻯㻭䝃䜲䜽䝹䛷ぢ直䛧䚸様䚻䛺危㝤䛛
䜙㌟䜢守䜛㜵災教⫱䛾充実䜢図䜛䚹

䠞䠖体力䞉健康䞉環境

㇏䛛䛺心

学⣭数一⯡⣭䠖

䞉様䚻䛺ㄢ㢟䛾䛒䜛子䛻対䛧䛶䚸医療䚸他機㛵䛸
䜒㐃携䛧䛶㎿㏿的確䛻支援体制䜢構⠏䛧䚸㻼㻰㻯㻭
䝃䜲䜽䝹䛷䚸䜘䜚䜘䛔支援体制䜢整備䛩䜛䚹

䞉児❺㛫䛾問㢟䜢ゎ決䛧䛶䛔䛟力䜢⫱
䛶䚸人権意㆑䛾向上䛸䛔䛨䜑㜵止䜢着
実䛻図䜛䚹

担当 䖚特別支援

担当 䚷㻮䠖児❺指導䞉情報
䞉䜻䝱䝸䜰

学期

健䜔䛛䛺体

担当
㻮䠖人権䞉福祉䞉

交流

㔜点取⤌分㔝

担当

䛔䛨䜑䜈䛾
対応

特別支援
教⫱

㻭䠖学力向上䞉
児❺ホ価

地域㐃携

安全㜵災
教⫱

担当 䖚地域㐃携

担当 䠝䠖安全
䖚䝥䝻䝆䜵䜽䝖

担当

19 個別支援⣭䠖

確䛛䛺学力

日吉台中学校䞉日吉台小学校䞉日吉南小学校䞉矢上小学校䞉北⥘島小学校

横浜市❧ 北⥘島小学校 平成㻟㻜年度版 中期学校⤒営方㔪 䠄平成㻞㻤䡚㻟㻜年度䠅

6602

学䚷校䚷概䚷せ

創❧ 40 周年学校㛗 昆䚷䛧䛾䜆 副校㛗 ⢖㣤原䚷桂子

学䚷校䚷教䚷⫱䚷目䚷標
心䜢䛒䜟䛫䚷䛒䛛䜛䛟䛾䜃䜛䚷北⥘䛾子
䞉⮬䜙問㢟䜢発ぢ䛧䚸ゎ決䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄知䠅
䞉⮬分䜒友㐩䜒大切䛻䛧䚸思䛔䜔䜚䛾䛒䜛心䜢䜒䛴子䜢⫱䛶䜎䛩䠄徳䠅
䞉心䛸㌟体䜢䛝䛯䛘䚸安全䜈䛾知㆑䛸態度䜢㌟䛻䛴䛡䚸⮬分䜔人䛾生命䛸㌟体䜢大切䛻䛩䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄体䠅
䞉北⥘島䛾䜎䛱䛻学䜃䚸䜎䛱䛻生䛝䜛子䜢⫱䛶䜎䛩䠄公䠅
䞉様䚻䛺社会䛾変化䛻対応䛧䚸未来䜢䜂䜙䛟子䜢⫱䛶䜎䛩䠄㛤䠅



中期学校経営方針に位置付けられた 
「地域連携」と「安全教育」

北綱島小学校　中期学校経営方針

　太尾小学校　中期学校経営方針

長津田小学校　中期学校経営方針



学校経営の中の「地域連携と防
災」中期学校経営方針

知 
学力向上

徳 
豊かな心

体 
健やかな体

いじめ防止対策

地域連携と防災

確かな学力主幹教諭 
確かな学力部会 

（避難誘導・学校再開班）

豊かな心主幹教諭 
豊かな心部会 
（生活班・KCT) 

健やかな体主幹教諭 
健やかな体部会 
（救出・救護班）

地域連携・防災主幹教諭 
地域連携・防災部会 
（避難所支援班）

いじめ防止対策委員会
特別支援教育
特別支援教育校内委員会



安全教育・地域連携についての 
文部科学省方針

学校安全の推進に関する計画 
平成24年4月27日



学校安全の推進に関する計画 
平成24年4月27日





４　学校を拠点として 
災害を克服できる地域へ



災害対策基本法一部改正（H２４改定）  
住民の責務

(住民等の責務) 

第七条 (略) 

2 （前略）地方公共団体の住民は、自ら災害に備
えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災
活動への参加、過去の災 害から得られた教訓の伝
承その他の取組により防災に寄与するように努 め
なければならない。



地域防災計画に地区防災計画を定める
災害対策基本法　第四十二条の二 

  地区居住者等は、共同して、市町村防災会
議に対し、市町村地域防災計画に地区防災計
画を定めることを提案することができる。こ
の場合においては、 当該提案に係る地区防
災計画の素案を添えなければならない。  



横浜市地区防災計画

横浜市防災計画「震災対策編」及び「風水害等対策編(雪害対策)」の修正について 



地区防災計画の提案

横浜市防災計画「震災対策編」及び「風水害等対策編(雪害対策)」の修正について 

6 地区防災計画 
地域における共助による防災活動を推進するため、市内の一定の地区内の居住者及び事 業者(以
下「地区居住者等」という。)が行う自発的な防災活動に関する計画(以下「地 区防災計画」とい
う。)について提案があった場合は、必要に応じて横浜市防災計画に定 めます。



「横浜市中期4か年計画2018～2021（素案）」 
に関するパブリックコメント（一部） 

２０１８年６月２２日 
防災塾・だるま　塾長　荏本孝久 

• ＜ソフト面の対策＞ 

• 災害対策を地区（自治会やマンションなど）が自らの課題として
自覚し、機能強化が図れる「地区防災計画」の策定を強力に推
進することを提案します。 

• 初期対応力は、防災教育（自らの気づき）と防災訓練（頻度）
により強化されます。　 

• そのため地域の学校を防災教育の拠点として「地域と学校が一体
となった自助共助技術のレベルアップ」を図る活動の進展を提案
します。



発災から「防災拠点開設の間に起きている
こと」は誰が対応するのか？

１時間 ２時間 ３時間

家屋倒壊	
火災発生	
負傷者	

ライフライン破損
地域防災拠点 　　　　　　　　　　　

　	 避難民発生	

生活困窮

学校災害対策
本部

発災

　　　　　　救出救護活動	
　　　　　　初期消火活動	
　　　　　　避難誘導（いっとき避難所→広域避難場所）

避難所開設→避難受け入れ	

　　　　　　　　　　　　→一時生
活収容

　地域防災拠点運営支援

町の	
防災組織	



学区は災害に対して一つになれるか？

港北区防災計画

防災拠点運営マニュアル学校防災計画 
（避難所支援含む）

各自治会地区防災計画?

家庭防災マニュアル

学校防災教育 
カリキュラム

マンション 
防火計画



「学区防災計画」で、地域を一つに

港北区防災計画
学区防災計画

防災拠点運営マニュアル学校防災計画 
（避難所支援含む）

各自治会地区防災計画?

家庭防災マニュアル

学校防災教育 
カリキュラム

マンション 
防火計画



学区防災計画

学区を範囲と定めた「地区防災計画」は論理的に可能



地域防災の弱みの克服

学校の強み 
• 地域防災の拠点となる校地と施設 
• 学校運営協議会、スクールゾーン対策協議会など地域・
学校保護者連携のベース 
• 児童・保護者に防災教育ができる可能性 
　（１０年、２０年経てば…） 
• 使命感のある優秀な職員集団 
• PTA/おやじの会など保護者パワーを活かせる

• • • • • • • • • • • • • • •

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

• • • • • • • • • • •

• • • • • • • • • • • • • • • • •

• • • • • • • • •

• • • • • • • • • • • • •

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

地域防災の課題（弱み） 
・災害リスクへの共通理解　 
・老若男女への避難など初期対応への共通理解 
・地域・学校・保護者・行政の協議による計画決定 
・役割分担と行動計画の明確化

協議・決定・明文化 ＝学区防災計画 
（地区防災計画）

← 地区防災計画推進 
（内閣府）

← 地域連携推進 
（文部科学省） 



「地区防災計画」を核とした地域

学区防災計画

学校運営協議会





学区防災計画　災害履歴調査



過去10万年の地域の地学イベントを知る

横浜市戸塚区　６万五千年前の箱根大噴火　軽石層と火砕流の地層



学区防災計画　災害リスク想定



学区防災計画　平常時の活動



救出活動の学区防災計画



初期消火活動の学区防災計画



救護・医療活動の学区防災計画



「学区防災計画」を運営する組織は？



上記の点から 

「地域防災拠点運営委員会」を中心に 

学校・PTA・拠点でない学校・事業所・諸機関・地域の医療・全地域代表と防災担当 
マンション理事長と防災担当　消防団・消防・行政・有識者から成る、 

「拡大地域防災拠点運営委員会」（仮） 
の定例開催で、協議・確立・見直しをするのが適切でなないか。 

地域防災拠点運営マニュアルから



1. 災害の教訓に学び、学校と地域は何をすべきか？ 

2. 子どもたちと地域のための学校地域連携 
　 

3. 学校経営方針への位置付けと学校運営協議会 

4. 未来の災害を克服する、学校を拠点とした地域社会に

災害対応は、地域・学校・保護者・事業所・行政の共通理解を確立

地域の災害への対応を教え、地域、保護者、職員がつながっていく

「地域連携と防災」を学校経営のベースに

（地域＋学校＋行政）×学区防災計画＝防災革命！

＝災害を克服できる、学校を拠点とした地域社会の創出

基調講演　 
未来の災害を克服する、学校を拠点としたまちづくり



基調講演　 
未来の災害を克服する、学校を拠点としたまちづくり

（地域＋学校＋行政）× 学区防災計画＝地域防災革命！

＝災害を克服できる、学校を拠点とした地域社会の創出

ご清聴ありがとうございました

防災士　鷲山龍太郎

全国の学区でできたら＝日本防災革命！ 
災害を克服できる国家、日本の出現



学校と連携した 
地域防災の力
持続可能な地域社会のための教育 
～まちづくりと防災教育～

神奈川大学大規模災害対策研究プロジェクト　 
夏季特別シンポジウム

首都直下型地震・南海トラフ巨大地震を克服する

休憩



パネルディスカッション

持続可能な地域社会のための教育 
～まちづくりと防災教育～

首都直下型地震・南海トラフ巨大地震を克服する

学校と連携した地域防災の力

コーィネーター　防災士・元小学校長　　　　　　　鷲山龍太郎 
パネリスト 
　　現北綱島小学校校長　　　　　　　　　　　　　昆　しのぶ 
　　北綱島小学校地域防災拠点運営委員会副会長　　垣中　祐二 
　　太尾小学校地域防災拠点運営委員会会長　　　　秋本　健一 
　　神奈川大学教授　　　　　　　　　　　　　　　荏本　孝久 

特別ゲスト　東北大学災害科学国際研究所教授　　　佐 藤　 健 



パネルディスカッション

持続可能な地域社会のための教育 
～まちづくりと防災教育～

首都直下型地震・南海トラフ巨大地震を克服する

学校と連携した地域防災の力

　　　　　　　　　　　　　　　　視　　点 

１　地域連携と防災教育カリキュラムマネジメント　　　　　　　　　　（昆） 
２　学校・地域・保護者連携防災で、子どもと保護者、地域はどう育つか（垣中） 
３　学校を拠点としたまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋本） 
　（急病入院　ご快復を心よりお祈り申し上げます　鷲山が代弁） 
４　まちづくりと防災の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荏本） 
５　ご感想とご示唆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）　　　　　　　　　　　　　　　　 



　学区：横浜市港北区綱島の地	

　住宅が密集　⇒大地震　⇒大火災

北綱島小学校



学校経営の柱 
　「安全防災教育」「地域連携」 
 
◎きたつな安全防災プログラム策定
（安全防災教育年間取組計画） 
 
学校運営協議会で毎年検討⇒実施 



 
 
学校運営協議会 
（地域・保護者・有識者・学校の代表者
で組織） 
 
年間を通して安全防災教育に関わる授業や各種避難
訓練の参観 
 
⇒意見や感想をいただく 
 
⇒次の訓練や学習に生かす



安全防災教育の取組
「きたつな安全防災プラン」のPDCAサイクルによるカリキュラ
ムマネジメント

学校・家庭・地域が連携した防災訓練と日常的な教育活動の関連
×ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）
×言語能力
　　



「きたつな安全防災プラン」とは・・
　「いつでも、どこでも、何があっても」自
分の命や他者の命を大切にし、学校で、家庭
で、地域で生き抜く力を育てるために【目
的】、子どもが主体的・協働的に、人や事象、
地域と関わり、問題を見つけ探究することを
通して【手段】、安全や防災に関する知識や
理解を深め、自助・共助の心情や態度を養う
【資質・能力】ためのカリキュラムである。



〇1訓練、１授業が点ではない
⇒線へ：各訓練と日々の授業との関連
⇒面へ：日常生活（学校で、家庭で、地域で）

〇地域との関わりを深めるサポート

　体制【北つなほっこりサポーター】

本校の各種訓練と安全防災に
つながる学習の考え方



地域や家庭とかかわる学年の系統 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　



 
 
「きたつな安全防災プラン」をPDCAサイクルで推
進するために 
教職員の資質・能力を高めるための研修を重視 
 
〇カリキュラムマネジメント研修 
〇安全防災研修（トイレ組立など） 
〇ＥＳＤ研修 
〇授業研究（総合と国語科など） 

	
	
	
	



本校の各種避難訓練と  
安全防災に関する学習



※昨年度の様子	

本年度は１０月２１日に実施予定

H２９．１１月	

地域防災拠点訓練



１、２年生、個別級	
煙体験

H２９．１１	

地域防災拠点訓練



３年生	
新聞紙スリッパ作り

H２８．１０	

地域防災拠点訓練



４年生	
給水栓見学

H２９．１１	

地域防災拠点訓練



５年生	
消火器体験

H２９．１１	

地域防災拠点訓練



６年生　	
「地域防災拠点設立」につい

H２９．１１	

地域防災拠点訓練



地域防災拠点訓練を	
受けた直後の学習



見学や体験の振り返り



きたつな安全防災プランに	
基づく学習

平成２９年度実践



花ボラの松倉さんたちと一緒においもの苗植え

個別支援級



学援隊の飯田さんたちにサポート
してもらって「子ども学援隊」活

１年生



子ども１１０番の家の方たち（野間さんなど）にインタ
ビュー

２年生



３年生

洪水を経験された方へのインタビュー	
講師：防災拠点委員長　田邊さんたち



積載車の見学	
講師：消防団の垣中さんたち

４年生



５年生

安全防災への心得と	
非常袋の中身について	
講師：家庭防災員の加藤さん



６年生

横浜市民防災センター	
「減災トレーニングルー
ム」



６年生 専門家（荏本先生）の話⇒予想とは違う
⇒倒れ方に驚く⇒さらなる探究へ



６年生

本校で出前授業（避難所体験学習	
：トイレ設営の見学とインタビュー）	
　講師：関東学院大学理工学部土木学系SC



地域防災を担う	
リーダーに

北綱島小の	
卒業生は	



パネリスト　垣中祐二　氏

•北綱島小学校地域防災拠点運営委員会副会長　 

• 元同校PTA会長　 

• 港北消防団第四分団一班班長　 

• 一級建築士　 

• 地域の防災リーダーとして活躍



北綱島小学校　円陣

地区の防災リーダーを中心に、防災初期行動を聞く

事実上の自主防災計画ができていく



２０１７年地域防災拠点訓練　反省会 
「カレーミーティング」も交え、各班で活発なディスカッションが行われた。 



児童と保護者層が「救出活動」を体験的に学ぶ 
女性や子どももできるように



２０１７年　地域防災拠点訓練 
児童もほ保護者も初期消火の技能を学ぶ







職員訓練を支援する垣中氏



悪天候に備えてテントを張る職員 
垣中氏が支援している



学校を拠点に　みんなが育つ防災教育

消防団の放水を全児童、保護者が見学する 
２０１７年地域防災拠点訓練



パネリスト　秋本健一氏
•太尾小学校地域防災拠点運営委員会会長　 

• 太尾小学校学校運営協議会会長　 

• 宮前町会会長　 

• 市立中学校長・海外日本人学校長を歴任



学校を核とした町づくり
• 学校運営協議会で会長として学校支援・
地域づくりに取り組む

• 学校支援地域本部創設

• 太尾小学校ふるさと祭り創設

• 学区防災マニュアル全戸配布実現

• 学校保護者連携防災拠点訓練実現

• 自治会未参加の保護者、マンション等へ
の地域防災参加実現	

• 自治会初期対応訓練の実現

秋本健一　氏 
テレビによる「学校説明会」で 
学校・家庭・地域の連携を力説

秋本氏が、理念と情熱で実行したこと



秋本氏の理念を学校運営協議会で共通理解化したもの



ふるさと太尾構想
6	太尾小学校を拠点とした、安全な太尾学区のまちづくり
(安全教育・防災教育の推進)		

学校を拠点として、地域の共助力を高め、防災、防犯、交
通安全に関する実践力と安全確保を、子どもからも、	大
人からも高め合っていく。	

特に地震防災に対しては、東日本大震災の教訓をもとに、
学校、保護者、地域連携による地域防災拠点訓練の	実践
と、学校の防災教育の充実により向上により、学校を拠点
として、子どもにとって安全な、災害に強いまちづ	くり
はをめざす。	

	

【方針】学校、家庭、地域連携により、安全教育・防災教
育を推進する。	

秋本氏の理念を学校運営協議会で共通理解化したもの



自治会未加入の子供が半分以上　→　学校で地域を挙げての「ふるさと祭り」

太尾小学校ふるさと祭り



町がひとつになって、２０００人に食べ物をサプライする
太尾小学校ふるさと祭り



太尾ふるさと祭り＝防災訓練の一貫だ！
太尾小学校ふるさと祭り



防災をテーマに学区が一つに
太尾小学校　２０１５年　８月２９日 

秋本氏はじめ自治会長は、初期対応訓練に参加できない児童が出ないようにと 
学区のすべの大型マンションに防災訓練参加を呼びかけた

太尾小学校区　マンション等防災協議会　開催



地域防災拠点訓練と別に「自治会初期対応訓練」を実施



各自治会で行われている 
学区一斉初期対応訓練 
児童・保護者も参加



学校を拠点に　みんなが育つ地域防災の実現

保護者が育つ 地域が育つ

学校職員が育つ 子どもが育つ



まちづくり 学校・地域防災 
為せば成る

私が 秋本健一 氏から学んだこと

ご快復を心よりお祈り申し上げます



パネリスト　荏本孝久
•荏本孝久氏(神奈川大学工学部教授)  

• 専門分野:地震工学・都市防災工学。 

• かながわ人と智の防災・減災ネット
ワーク代表、 

• 防災塾・だるま塾長  

• 神奈川大学大規模災害対策研究プロ
ジェクト代表



まちづくりと防災の課題
防災の課題　：　安全・安心な地域・まち・都市づくり 
・どのような災害が襲ってくるのか？ 
・どのように備えれば良いのか？ 
・どのようなレベルを想定すれば良いのか？ 
・行政の指示に従えば良いのではないか？ 
・情報の受発信をどのように行えばよいのか？ 
・個人として、地域としてどのような対応が必要か？

災害の多様性と規模の変容
今までの知識・常識では対応不可能

これまでの社会で培ってきた災害対
応の知識と常識　→ 
一元的で一律な知識・常識で対応で
きた時代

時間の経過にともなう著しい社 
会構造の変化　→　 
一元的で一律な知識・常識で対 
応できない時代へ

経済成長・高度情報化・都市化・核家族化・高齢化・ 
少子化・高学歴化・格差化・グローバル化

災害大国 
↓ 

多様な自然災害



災害の多様性と規模の変容 
～認識の重要性～

多様性の問題 
備える災害は地域によって異なると伴 
に複合的な災害になる可能性がある 
自然災害として　→　地震？　台風？火山
噴火？　洪水？　土砂災害？　 
豪雪？　旱魃？　高温・低温災害？

規模の変容の問題 
自然現象の変化　→　地球規模の変動 
数十年、数百年、数千年、数万年、 
数十万年単位：想定外の災害、未曾有の 
災害、まだ経験したことのない災害 
地球温暖化・寒冷化・乾燥化・海面変動

災害の多様性と規模の変容 
今までの知識・常識では対応不可能

地域の連携と継続が重要

いかに情報を共有化し連携して 
災害への対応を図るか？ まちづくりの課題



学校と連携した地域防災の力 
～防災まちづくりの改善方法の実践例として～

 Beforeこれまでの震災の反省・ 
地域防災の悩み

After北綱島小・太尾小の実践

地域も学校も災害想定や対応への考えが
ばらばら初期対応の誤りや遅れで甚大な
被災

地域・学校・保護者が地域の防災を継続協議 
学区の対応マニュアル自治会が保護者児童へ
防災教育

シルバー防災地域防災訓練は、ほとんど
高齢者 
子どもは地域防災を知らず、保護者層は
多忙

児童・保護者が授業として地域防災拠点訓練
に参加自治会マンション初期対応訓練に児
童、保護者参加

自治会未加入の人やマンションと地域の
乖離顔の見えない地域社会

自治会未加入の児童、保護者も訓練に参加 
自治会未加入のマンション等も地域防災に参
加

子どもは、地域の自然や災害、防災に尽
力する地域の人に学ばずに育つ

各教科のカリキュラムに横断的に位置付けた
防災教育 
子どもは、地域の災害リスク・防災に尽力す
る人に学ぶ



学校と連携した地域防災の力 
～防災まちづくりの原点～

学校 地域NPO

家庭

行政 連携

連携

連携

連携

連携

連携

連携

連携

地域防災の力



特別ゲスト　佐藤　健 氏
•東北大学災害科学国際研究所 教授 

• 都市・建築学の基礎知識をもとに、
災害に強い地域社会づくりを 
専門分野横断型で実践的研究。  

• 被災地の現地調査、防災教育への取
り組みを指導助言



学校と連携した 
地域防災の力
持続可能な地域社会のための教育 
～まちづくりと防災教育～

神奈川大学大規模災害対策研究プロジェクト　 
夏季特別シンポジウム

首都直下型地震・南海トラフ巨大地震を克服する


